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このポランディス
やり拶留コ

― ン
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
・リ
チ
ャ
ー
ド
ツ
ン
歯
【

五
ぞ
Ｔ
ニ
エ
キ
ヤ
学
技
生
代
奈

波

迫

未

未

様

あ
な
た
は
土
代
奈
活
動
で
地
状
の

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
汚
功
に
於
い
て

リ
ー
ダ
ー
ン
ップ
を
容
拝
Ｌ
良
く

そ
の
目
的
を
意
一点
さ
れ
ま
し
た

そ
の
汚
功
は
社
の
幸
少
年
の
様
範

と
な
る
も
の
で
こ
」に
そ
の
功
績
を

試
え
タ
フ
ブ
☆
を
増
り
ま
す

山
寺
小
中
学
校

の
児
童

・
生
徒
は
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
長
年
継
続
し
て

行

っ
て
い
る
。

地
域
清
掃
、

ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ

・
空
き
各

の
回
収
活
動
、

観
光

案
内
等
。

特
に
、

中
学
生
が
や

っ
て
い

る
外
国
人
観
光
客

へ
の
宝
珠
山
立
石
寺

境
内

の
英
語
で
の
ガ
イ
ド
は
、

約
１０
年

に
わ
た

っ
て
継
続
▼
前
生
徒
会
副
会
長

渡
退
未
来

さ
ん
は
、

取
り
組
ん

で
き

た

「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
」
体
験
の
様
子

を
論
文
に
ま
と
め
、

国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
山
形
の
ヴ

ァ
イ
オ
レ
ツ
ト

・
リ
チ

ャ
ー
ド
ソ
ン
賞
に
応
募
、

大
変
評
価
さ

れ
、

１２
月
Ｈ
日
、

賞

の
贈
呈
式
が
山
寺

小
中
学
校
で
行
わ
れ
た
▼
国
際

ソ
ロ
プ

チ
ミ

ス
ト
山
形

・
平
吹
会
長
か
ら
賞

状
を
授
与
さ
れ
た
渡
退
未
来
さ
ん
は
、

「生
徒

の
代
表
と
し
て
受
け
取

っ
た
。

山
寺
小
中
学
校

の
児
童
生
徒

一
人

一
人

の
努
力
が
讃
え
ら
れ
、

山
寺
小
中
学
校

が
受
賞
し
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
精

い
っ
ぱ
い
尽
く
し
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

☆
国
際
ソ
回
プ
チ
ミ
ス
ト
と
は
、

管
理
職
、

専
門
職
に
就
い
て
い
る
女
性
の
世
界
的
組
織
。

人
権
と
女
性
の
地
位
を
高
め
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

国
連
の

経
済
社
会
理
事
会
の
総
合
諮
問
資
格
を
持
つ

数
少
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（非
政
府
組
織
）
で
あ
る
。

☆
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト

・
リ
チ
ヤ
ー
ド
ソ
ン
賞

は
、

行
動
す
る
女
性
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
へ
生
涯
に
わ
た
り
献
身
的
に
取
り
組
ま

れ
た
最
初
の
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
会
長
の
名
に

敬
意
を
表
し
て
設
置
さ
れ
、

初
代
会
長
の
名

に
ち
な
ん
だ
賞
。

地
域
や
世
界
を
よ
り
良
く

し
よ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
若
い
女
性

（１４
歳
～
‐７
歳
）
を
称
え
、

贈

ら
れ
る
賞
で
あ
る
。

」
二
牟
十
一
月
十

一
ロ

打
選

斜
翠

外国人への

観光ガイド



平成25年1月1日現在 山 寺戸数439戸 総 人口1,377人 (男659人 女 718人)市 統計より

日
食
観
測
ｉｎ
山
寺

平
成
２４
年
５
月
２‐
日
、

全
国
各
地
で
半

世
紀
に

一
度
と
い
わ
れ
る
金
環
日
食
が
観

測
で
き
た
。

山
寺
地
区
で
も
金
環
日
食
に

近
い
部
分
日
食

（９２
％
が
欠
け
る
）
を
観

察
し
よ
う
と
、

路
上
や
家
の
前
で
観
測
用

遮
光
ガ
ラ
ス
を
空
に
か
ざ
す
姿
が
数
多
く

見
ら
れ
た
▼
山
寺
小
中
学
校
の
児
童

・
生

徒
は
、

登
校
班
毎

に
、

千
手
院
観
音

堂
前
、

宝
珠
山
五

大
堂
、

芭
蕉
記
念

館
駐
車
場
、

学
校
、

や
ま
で
ら
館
の
５

か
所
に
集
合
。

天
体

シ
ョ
ー
『部
分
日
食
』

の
観
察
を
楽
し
ん
だ
。

▼
山
寺
で
見
ら
れ
た

日
食
は
、

午
前
６
時

２４
分
頃
か
ら
太
陽
が

欠
け
始
め
、

最
も
欠

け
た
の
が
午
前
７
時

４０
分
頃
、

午
前
９
時
８
分
頃
に
は
終
了
し

た
。

▼
遮
光
ガ
ラ
ス
を
覗
き
、

オ
レ
ン
ジ

色
に
輝
く
太
陽
に
子
ど
も
た
ち
は
、
「き
れ

い
、

欠
け
て
る
」
、
「暗
く
な
っ
て
き
た
夕

方
み
た
い
」
、
「太
陽
が
月
み
た
い
」
、
「あ

っ
、

太
陽
が
帽
子
み
た
い
に
空
に
浮
か
ん

で
る
」
と
、

歓
声
▼
山
寺
小
中
学
校
の
日

食
観
測
は
、

新
聞
社
４
社
、

テ
レ
ビ
の
報

道
取
材
を
受
け
た
。

「
つ
か
れ
た
！

楽
し
か
っ
た
」

東
北
自
然
歩
道
「や
ま
で
ら
天
台
の
み
ち
」探
訪

山
寺
小
中
学
校
で
は
、

長
年
、
「地
域
・

体
験
学
習
」
に
力
を
入
れ
て
き
て
い
る

▼
郷
土

「山
寺
」
の
自
然

・
歴
史

・
文
化
、

行
事
の
体
験
学
習
を
春
、

秋
二
回
実
施
し
、

《
山
寺
が
大
好
き
な
山
寺
っ
子
を
育
て
よ

う
》
と
願
っ
て
き
て
い
る
▼
昨
年
は
秋
晴

れ
の
中
、
１
年
～
５
年
混
成
班
で

「や
ま

で
ら
天
台
の
み
ち
」
（根
本
中
堂
～
峯
の

浦
～
修
験
場
～
城
岩
七
岩
～
垂
水
霊
場
～

千
手
院
観
音
堂
の
区
間
）
を
探
索
▼
子
ど

も
た
ち

「山
寺
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
な
ん

だ
」
。

〈子どもへの課題〉

ミッション①

積繁警勤 らヽ簡撃鍋 こ尚かぃます。
額の増豊の【類】の讐量を鳥りなさい。
ミッション②
西等鍋 から警あ論に高かいます。
F司の立て看騒あIにあるざ袖に祀られているのは難です力上
ミッション③

警の論飾 に高かいます。
みずひき雪とっりふね雪を整しての写登を撮りなさい。
ミッション④

惨鏃 す。
衛をしたところですか。
ミッション⑤

警あ論選詠から城砦腎普に高かいます。
掘磐稽瞥歩答てときなさい。
ミッション⑥
肇撒 こ向かいます。
法諾毛た災は竪そすか。名論と警新啓会きなさい。
ミッション②
平伴惨嬰鮮勤こ高かぃます。
中に入ってお参りをしてから

"十
二天将

'の」次のど論と

どんな力を持っているのかを書きなさい。

ミッション③
平キ鶏銘耕筆望の嵩告です。
―人一人一つだけ願をかけましょうぁ
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所
部

・
千
手
院
三
叉
路
付
近
の
民
有
地
に

設
置
さ
れ
た
親
ア
ン
テ
ナ

千
手
院
地
区
に
、

平
成
２３
年
７
月
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
換
え
に
伴
い
、

テ
レ

ビ
の
難
視
が
発
生
。

さ
っ
そ
く
、

千
手
院

町
内
会
は
、

テ
レ
ビ
難
視
地
区
指
定
を
受

け
、

対
策
を
協
議
し
た
。

難
視
解
消
希
望
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、

何
と
２６
世
帯

（町
内
会
全
世
帯

の
ほ
ほ

半
数
）
が
応
募
。
「千
手
院
地
区
テ
レ
ビ

共
同
受
信
施
設
組
合
」
を
設
立
。

国

（総

務
省
）
、

山
形
市
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

民
放
各
社

か
ら
助
成
金
及
び
事
業
協
力
を
受
け
、

受

信
状
況
調
査
（千
手
院
地
区
内
七
箇
所
で
）

を
実
施
。

最
適
受
信
地
点
に
親
ア
ン
テ
ナ
を
設
置

し
組
合
員
宅
と
に
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
め
ぐ

ら
す
工
事
実
施
。

お
蔭
で
、

千
手
院
地
区

の
テ
レ
ビ
難
視
は
平
成
２４
年
１２
月
に
解
消

し
た
。

濯
漑
用
水
と
し
て
立
谷
川
か
ら
取
水
し

荒
谷
地
区
を
経
由
後
、

天
童
高
揃
地
区

ヘ

流
れ
て
い
る
堰
は
冬
季
に
な
る
と
大
雪
や

凍
結
に
よ
り
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
原
因
の

一
つ
が
、

大
雨
な
ど
で
途
中

の
大
石
沢
か
ら
流
れ
出
る
水
量
が
加
わ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

大
石
沢
の
水

量
を
調
整
す
る
工
事
が
、

産
橋

（地
蔵
堂

と
宮
崎
間
の
橋
）
の
所
で
行
わ
れ
、

平
成

２５
年
３
月
末
完
成
予
定
。

大
石
沢
の
流
水
が
高
揃
堰
の
水
路
の
下

を
流
れ
、

立
谷
川
に
合
流
す
る
よ
う
に
な

をつ
。

平
成
２４
年
１２
月
２０
日
か
ら
平
成
２５
年
１

月
２‐
日
の
期
間
、

山
寺
芭
蕉
記
念
館
で
、

本
邦
初
企
画

「
シ
シ
踊
り
展
」
が
開
催
さ

れ
た
。

シ
シ
踊
り
の
由
来
、

シ
シ
頭
、

衣
装
写

真
パ
ネ
ル
等
を
展
示
し
、

シ
シ
踊
り
の
見

ど
こ
ろ
を
解
説
。

今
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
村
山
地
方
の
シ
シ
踊
り
の
元
祖

「妙

見
寺
シ
シ
踊
り
」
関
係
の
貴
重
な
資
料
の

数
々
。

村
山
地
方
の
シ
シ
踊
り
の
由
来
を

語
る
興
味
深
い
展
示
で
あ
っ
た
。

振
興
会
は
、

各
町
内
会
か
ら
の
要
望

事
項
を
踏
ま
え
活
動
し
た
。
日
常
生
活

の
安
全

・
安
心
、

利
便
の
確
保
を
重
視

し
な
が
ら
、

左
記
の
事
案
に
取
組
ん
だ
。

★
宮
崎

・
芦
沢
丁
字
路
の
注
意
喚
起
標

示
。

通
学
、

冬
期
間
の
歩
道
確
保
、

歩

道
除
雪
に
配
慮
し
た
追
分
交
差
点
か
ら

芭
蕉
橋
間
の
歩
道
の
部
分
改
拡
幅
修
の

た
め
の
測
量
実
施
。

★
交
通
利
便
性
向
上
の
中
嶋
～
所
部
間

の
道
路
改
修
、

五
郎
平
～
声
沢
間
林
道

拡
幅
整
備
、

半
戸
橋
架
換
え
等
が
進
む
。

★
山
寺
の
伝
統
行
事
で
あ
る
地
区
新
年

顔
合
わ
せ
、

敬
老
会
、

文
化
祭
、

戦
没

者
慰
霊
祭
等
の
継
続
。

★
平
成
２５
年
４
月
２７
日
か
ら
５
月
３‐
日

間
の
御
開
帳
の
諸
事
業
の
準
備
活
動
。

☆
山
形
市
北
部
地
区
と
の
連
携
活
動
で

は
、

山
形
市
北
部
開
発
協
議
会
が
山
寺

と
身
近
な
宮
城
県
と
の
広
域
流
通
事
業

に
、

・
二
回
林
道
の
再
開
発

（ト
ン
ネ
ル
化
）

・
仙
山
線
の
機
能
強
化
等

を
最
重
点
事
項
に
掲
げ
、

市
・県

へ
要
望
。

平成24年度 山 寺小・中学校の児童・生徒数 」ヽ学校69人 (男35人、女29人)中 学校29人 (男13人、女16人)

※山形シシ踊リネットワーク
シシ踊り保存団体等を連携し、伝統芸能 「シシ踊り」

を継承 ・発展させるための課題を解決してしヽこうとしヽ

う目的で結成された団体。
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山
川
車
木
み
な
ほ
と
け

立
石
寺
住
職
　
清
原

正
田

わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の

も
の
全
部
が
、

ほ
と
け
様
に
な
る
。

と
、

法
華
経
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、

そ
れ
が
見
え
ま
せ
ん
。

な

ぜ
か
と
言
う
と
、

私
た
ち
の
心
が

曇
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

目
を
清
ら
か
に
し
、

耳
を
清
ら

か
に
し
、

心
を
清
ら
か
に
す
る
と
、

ほ
と
け
様
が
見
え
て
来
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、

た
く
さ
ん
の
ほ

と
け
様
に
か
こ
ま
れ
た
、

今
い
る

と
こ
ろ
が
、

極
楽
に
な
る
の
で
す
。

「健
康
で
生
き
て
い
る
期
間
を
健
康
長

寿
と
言
い
ま
す
が
、

年
を
と
れ
ば
老
化
が

進
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
老
化
現
象
を
受
け

入
れ
な
が
ら
、

元
気
で
楽
し
く
生
活
す
る

に
は
ど
う
い
た
ら
い
い
の
か
？
」
と
。

講
師
は
糖
尿
病
の
第

一
人
者
、

菊
地
正

邦

先

生
。

参

加
者
は
３０
名
。

様
々
な
デ
ー
タ

を
も
と
に
、　

ユ

ー
モ
ア
を
交
え

た
話
に
会
場
が

沸
き
返
る

一
時

だ

っ
た
。

ロンドンオリンピック日本勢大活躍 金 7個 、銀14個、銅17個 日 本中が燃えました

2012 0NklaB riぶt reserved

醐
左のようなレトロ館原画を展示している山寺ホテル結城泰作デッサンの山寺ホテル

山
形
市
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

山
寺
地
区
振
興
会

（追
分
花
壇
）

河
北
文
化
賞
受
賞

山
寺
文
化
保
存
会

・
全
国
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
〈京
都
府
〉

山寺小妹年　赫舗　腰敗（宮崎）

・
全
国
卓
球
ホ
ー
プ
ス
大
会
団
体
戦
〈東
京
都
〉

山
寺
小
二
年
　
と込
藤
　
海
翔
（川
原
町
）

・
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
団
体
戦
〈神
奈
川
県
〉

山
寺
小
四
年
　
後
藤
　
翼
斗
（馬
形
）

″山
寺
　
日
枝
の
神
々
″

出
版
　
伊
澤
貞

一
著

『山
寺
に
関
係
し
た
記
録
を
残
す
、

後

か
ら
の
人
の
勉
強
の
足
し
に
し
た
い
、

た
だ
こ
の

一
点
の
仕
事
で
あ
る
』
と
。

東
北
観
光
博
開
催
中

東
北
全
部
が
博
覧
会
場
、

コ
コ
ロ
に
効

く
、

カ
ラ
ダ
に
効
く

『時
速
４
輸
○
○

の
旅
』
を
し
よ
う
Ｈ
山
寺
観
光
案
内
所

も
旅
の
駅
と
し
て
お
客
様
を
お
出
迎
え
。

の暑例を担 う〉

平
成
二
十
四
年
の
物
故
者

謹
ん
で
お
協
や
み

申
し
上
げ
ま
す

〈千
手
院
〉

後
藤
安
之
助
殿

後
藤
　
正
雄
殿

佐
々
木
清
子
殿

〈所
　
部
〉

武
田
　
き
み
殿

〈馬
　
形
〉

後
藤
　
わ
か
殿

佐
藤
　
　
稔
殿

〈南

院
〉

矢
萩
ト
メ
ョ
殿

鑓
水
　
春
代
殿

遠
藤
　
正
悦
殿

〈川
原
町
〉

笹
原
　
成
男
殿

金
戸
　
沢
〉

堀
川
　
安
治
殿

滝
回
　
達
司
殿

山
田
　
廣
美
殿

〈宮
　
崎
〉

布
施
　
せ
よ
殿

布
施
　
津昌
子
殿

〈地
蔵
堂
〉

武
田
　
　
誠
殿

矢
萩
の
ぶ
ゑ
殿

〈中
地
蔵
〉

堀
川
さ
だ
よ
殿

後
藤
　
せ
い
殿

後
藤
　
ち
を
殿

後
藤
　
文
子
殿

佐
々
木
太
四
郎
殿

増
子
孝
太
郎
殿

小
笠
原
と
み
殿

小
野
　
匡
義
殿

小
野
　
コ
ウ
殿

岩
崎
　
正
子
殿

中
山
　
　
脩
殿

柏
倉
　
茂
勝
殿

布
施
　
弘
子
殿

矢
萩
き
み
の
殿

成
山
　
菊
松
殿

武
田
　
忠
内
殿
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柏

合

息

子
さ
ん
（芦
込

昭
わ
十
九
年
四
月
十
★
日
生

山
寺
大
好
き

音
楽
大
好
き

山
寺
に
嫁
い
で
四
十
年
、

▼
お
店
の
切

り
盛
り
の
傍
ら
、

山
寺
女
声
合
唱
団

「ふ

う
が
」
（平
成
４
年
べ
に
ば
な
国
体
の
年

に
結
成
）
の
団
長
を
務
め
て
二
十
年
▼
団

員
の
皆
さ
ん
の
優
し
い
心
に
支
え
ら
れ
、

「音
楽
大
好
き
、

山
寺
大
好
き
、

楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
」
と
、

笑
顔
が
は
じ
け
る

▼
合
唱
団

「ふ
う
が
」
は
県
社
会
音
楽
祭
、

山
形
市
女
声
合
唱
祭
に
参
加
、

受
賞
も
。

サ

ニ
ー
ヒ
ル
山
寺

「夏
祭
り
」
、

県
立
病

院

「院
内

コ
ン
サ
ー
ト
」
、

山
寺
地
区
の

行
事
等
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
演
奏
で
参
加
し
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
、

心
を
和
ま
せ
て

き
て
い
る
▼
今
年
３
月
２４
日
に
「ふ
う
が
」

結
成
二
十
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を

「山

寺
風
雅
の
国
」
で
開
催
、

演
奏
練
習
に
力

が
入
る
。
「多
く
の
方
々
に
歌
声
を
届
け

た
い
」
と
願
い
、

団
員
は
毎
週
月
曜
日
夜

七
時
過
ぎ
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

立
石
寺
境
内
山
頂
売
店
の
左
に
明
治
天

皇
の

練
泊
扶
皇
太
子
殿
下
）
の
行
啓
記
念

殿

（行
在
所
）
が
建

っ
て
い
る
。
こ
れ
が

築
１００
年
以
上
む
経

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
各
位
の
熱
意
に
よ
り
こ
の
た
び
立
派

に
修
復
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、

近
在
の
４
市
町
村
が
管

理
運
営
を
担

っ
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は

立
石
寺
と

「記
念
殿
維
持
管
理
支
援
会
」

が
協
力
し
て
あ
た
る
。

平
成
二
十
四
年
生
ま
れ

金
婚
翌
ぬ

今
ま
で
カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
く
事
故

〈所
部
〉

・
渡
部
　
誠
氏
長
男

楓
　
人
　
さ
ん

〈馬
形
〉

・
菅
野
智
博
氏
長
女

心
　
立日
　
さ
ん

〈南
院
〉

・
浅
沼
正

一
氏
二
男

大
　
夢
　
さ
ん

さ

ん

唯
　
杏
　
さ
ん

〈宮
崎
〉

・
矢
萩

一
春
氏
長
女

彩

夏
　
さ
ん

（中
地
蔵
〉

・
布
施
優
太
郎
氏
長
女

友
　
希
　
さ
ん

お
め
で
と
う

佐
藤
　
英

一　
　
　
　
布
施
　
千
代
治

み
よ
夫
妻

（馬
形
）
　

義
子
夫
妻

（宮
崎
）

・芦   ・ 南
原 沢   遠 院
田

V  屈
藤

V

太た靖
良略彦

氏
長
男

大
樹
氏
長
女

も
多
か

っ

た
。

通
学

路

の
安
全

対
策
と
し

て

ゴ
一色

の
カ
ラ
ー

舗
装
と
転

落
防
止
ポ

ー
ル
」
が

十

一
月
に

完
成
し
た
。

座敷からの

奥山寺眺望
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鮪落傘=王

継
見
、め

ん
こ
い
！

願
い
を
込
め

一
二
〇
名
の
稚
児
行
列

素
師
”
未
に

折
鵠
を
奉
鍋

御
詠
歌
の
奉
鍋
を

２５
年
１
月
１２
日
、

や
ま
で
ら
館
で
日
本

芸
能
学
会
会
長
の
三
隅
治
雄
氏
と
東
北
文

き
く

ち

か
ず

ひ
ろ

教
大
教
授
の
菊
地
和
博
先
生
の
民
俗
芸
能

講
演
と
新
春
対
談
が
開
催
さ
れ
た
。

講
演

と
対
談
の
あ
い
間
に
東
根
市
長
瀞
地
区
の

小
学
生
に
よ
る

〃長
瀞
七
階
節
踊
り
〃
が

披
露
さ
れ
、

有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

細歯髭に、約ヤ

来
る
平
成
２５
年
４
月
２７
日
（土
）
、

根
本
中
堂
本
尊
薬
師
如
来
御
開
帳

の
初
日
、

山
寺
芭
蕉
記
念
館
か
ら

根
本
中
堂
ま
で
稚
児
行
列
が
行
わ

れ
る
。

山
寺
に
縁
の
あ
る
方
々
の

子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
参
加
で
。

当

日
は
、

冠

・
上
衣

・
袴
の
衣
装
で

着
飾

っ
た

一
二
〇
余
名
の
稚
児
の

き
ら
び
や
か
な
行
列
が
厳
か
で
、

め
ん
こ
い
御
祝
い
の
世
界
を
く
り

広
げ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「５０
年
に

一
度
だ
も
の
、

家
族
、

親
威
の
思
い
出
。

お
薬
師
様
と
の

御
縁
を
と
願

っ
て
、

慶
ん
で
お
り

ま
す
」
と
の
声
。

御
本
尊
薬
師
如
来
は
衆
生
の
願
い

を
か
な
え
て
く
だ
さ
る
御
仏
。

山
寺
に
お
住
ま
い
の
方
に
、

山
寺

に
い
ら
し
た
観
光
客
に

「あ
な
た
の

願
い
を
書
き
、

鶴
を
折

っ
て
く
だ
さ

い
」
と
、

お
願
い
し
、

折
鶴
は
二
万

数
千
羽
に
。

観
光
客
の
老
若
男
女
が
、

願
い
事
を
し
た
た
め
、

鶴
を
折
る
微

笑
ま
し
い
姿
が
そ
こ
こ
こ
の
お
店
等

で
見
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
折
鶴
の
御

縁
が
、

御
本
尊
薬
師
如
来
本
願
の
平

和
な
世
界
を
創
り
出
す
こ
と
に
繋
が

る
こ
と
を
祈
願
す
る
。

民俗芸能

御
開
帳
初
日
法
会
で
厳
か
な
伝
統

あ
る
宗
教
音
楽
御
詠
歌
を
奉
唱
し
た

い
。

御
詠
歌
の
詠
唱
が
山
寺
地
区
内

で
は
稀
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

そ
れ

で
も
、

何
と
か
御
詠
歌
の
奉
唱
を
。

募
集
し
て
み
た
ら
、

何
と
五
〇
余
名

の
賛
同
者
に
。

こ
れ
で
、
「御
詠
歌
」
を
宝
珠
山

立
石
寺
境
内
に
木
魂
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

稚
児
行
列
、

祈
願
折
鶴
奉

納
、

御
詠
歌
奉
唱
と
、

山
寺
地
区
内

外
の
方
々
の
願
い
が
、

御
本
尊
薬
師

如
来

へ
と
ど
き
ま
す
よ
う
に
と
の
準

備
が
整

っ
た
。

御
縁
の
絆
で
固
く
結

ば
れ
た
御
開
帳
に
な
る
よ
う
精
進
し

ま
ド
し
ょ
テつ
。

こ
れ
ま
で
編
集
委
員
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
い
た
武
田
誠
さ
ん
、

日
中
文
子

さ
ん
、

遠
藤
正
悦
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
は
４
月
よ
り
記
念
す
べ
き

「根
本
中
堂
薬
師
如
来
」
の
御
開
帳
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
と
て

も
賑
や
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「し
ず
く
」
の
取
材
に
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、

厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

新
関
　
孝
夫
　
　
布
施
　
日欄
嗣

笹
原
　
水ヽ
吉
　
　
後
藤
　
　
久

石
川
　
進

一　
　
と返
藤
ま
き
子

〈50年 前の記念写真〉

「吊し鶴」の製作に励む

山寺観光協会婦人部

〈安部英子先生の指導で〉

第 1回 御詠歌練習 (やまでら館)
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